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1．はじめに
　東京医科大学病院に、総合健診センターが、設立さ
れ今年は早や、二年目を迎えた。発足当時より、受診
者数も着実に増加の傾向を示している。世の中の情勢
の変化や、情報化社会の倒来と共に、人々の自己の健
康管理に対する関心や、成人病や癌に対する知識も深
まっている。人間ドックは、今や、異常の早期発見、
早期治療のみならず、予防的段階や、健康教育にまで
発展する方向もみられている。
　今回は、初回の試みとして、社会の第一線で活躍し
ている、健常者の、総合健診結果をもって、そこから
得られた、血液検査での健診成績に着目した。この健
診成績を統計処理し、そこから得られた結果について
本院での人間ドックの状況を把握することを、目的と
し、研究し考察を加えたので、ここに報告する。
2．研究方法
　（1）期間　昭和62年4月1日一5月15日迄の29日間
　　　　　（実際の稼働は月～金で日、祭日は除く為）
　（2）対象　上記の期間中に受診した者、合計492名
　　　　　受診者内訳男性　289名（58．7％）
　　　　　　　　　　　女性　203名（41．3％）
　（3）内容　数多い健診項目のうち、特に血液検査に
　　　　　　ついて、全ての受診者の、血液学検査、
　　　　　生化学検査、血清学検査について、対象
　　　　　者一覧表を作成し、コンピューターより
　　　　　　出力したものを基に、性別や年代別（10
　　　　　才単位）に分類して、統計処理をし、健
　　　　　診成績での差異について調査した。
　参考　表①
がある。問診、医師の診察、面接指
導もある。
参考　表②
1）血液学検査一高血球系、白血球系、血小板系、
　　　　　　　赤沈などがある。
2）生化学検査一肝機能系、脂質系、腎機能系、前
　　　　　　　立腺鉄代謝、電解質、酵素、糖代
　　　　　　　晶系、蛋白代謝系などがある。
3）血清学検査一血液型、RA、　CRP、　AS：LO、HBs
　　　　　　　抗原、抗体反応、梅毒反応がある。
このように、かなり幅広い範囲にわたり検査項目が
ある。
3．結　果
（1）受診者の性別による、受診の比率
　全受診者492名でみた結果　　参考　表③
性（587％） 女性（413％）
本院の総合健診センターで、行われている検査項
目
・生体検査の　　身体計測一身長、体重、肥満度、
　項目として一　視力、眼底、眼圧、聴力、肺機能、
　　　　　　　血圧、加速度脈波、心電図、脈拍、
　　　　　　　胸腹部撮影、食道、胃、十二指腸
　　　　　　　透視、超音波がある。
。検体検査〃一糞便・尿・血液検査、喀疾細胞診が
　　　　　　ある。
・その他の〃一婦人科検診、直腸診、乳癌触診検査
②　受診者の年令段階別（10年毎とした）による、
　受診者の分類をみた結果
10代（19才）　　7→　1名（全受診者の0．2％）
20代（20～29才）一23名（
30代（30～39才）一100名（
40代（40～49才）一178名（
50代（50～59才）一132名（
60代（60～69才）一43名（
70代（70～79才）一15名（
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　（3）血液検査による結果
　　㈱今回の検査の正常値は、健診センターの検査成
績表に表示してある本院のものを、使用している。
　1）血液学検査の結果
　・赤血球（4．・0～5．4）106／meで4．0以下の者をみ
ると、全野病者中では33名（6．7％）であった。性別
に分けてみると、男性2名（6．1％）で、女性31名
（93．9％）であった。女性優位。
　oHb（12～16）9／deで、12。0以下の者をみると、
受診者中では25名（5，1％）であった。性別に分けて
みると、男性は全く認めず女性25名（100％）であっ
た。
　・Ht（38～46）％では、特に該当者は、なかった。
　。MCV（83～99）Pt〃mSで83．0以下の者をみると、
全受診掌中で10名（2．0％）であり、全て女性であっ
た。
　ここで、同一の受診者が、HbとMCV両者ともに
異常のデーターを有する者は、Hb値を主としてみる
と、8名（80％）であった。勿論、全て女性であった。
　・血小板（134～398）103／meで134万以下の者
は、全受診両年で4名（0．8％）であり、男性3名、
女性1名であった。年代別のかたよりも認められなか
った。
　o血沈（1時間値）　（男性1～12、女性3～14）で
は、男女とも15以上の者を、調査し、全受診者中では
89名（18．1％）であり、男性18名（20．2％）、女性71
名（79．8％）であり、女性の年棚1」の区分をみると表
⑤のようになった。
　表⑤
　　轍N令別 10名　　　20名　　　30名
2名（2．8％）
7名（9．9％）
@　　17名（23．9％）
20代
R0代
S0代
T0代
U0代
V0代
29名
14名（197％）（4α8％）
5名（7．0％）
　2）生化学検査の結果
　※多項目に及ぶ為、今回は肝機能系と糖代謝系につ
いて、そのデーターをまとめた。
　oS－GOT（10～25U／L）で26U／L以上をみる
と、全受診里中では、57名（11，6％）であり、男女別に
統計をとってみると、男性は44名（77．2％）であり、女
性13名（22．8％）であった。
　。S一　GPT（4～23U／L）で24U／L以上をみ
ると、全受診者中で91名（18．5％）であり、男女別に統
計をとってみると、男性は79名（86．8％）で、女性は12
名（13．2％）であった。
　oγ一　G　PT（4～36U／L）で37U／L以上をみ
ると、全国馴者中では123名（25％）であり、男女別
に統計をとってみると、男性は115名（93．5％）女性
は8名（6．5％）であった。
　以上3つの肝機能検査について、全ての項目が異常
値を示す受診者は、全体では28名（5．7％）を占めて
いた。
　○空腹時血糖（70～110㎎／de）で、110以上をみ
全受診者中では53名（ユ0．7％）であった。男女
別に統計をとってみると、男性は44名（83．0％）であ
り、女性は9名（17．0％）であった。
　。H：b一　AIC（4．6～6．2％）で6．3％以上をみ
ると、全受診者中では、52名（10．6％）あった。男女
別に統計をとってみると、男性は45名（86，5％）で、
女性は7名（13．5％）であった。
　以上、糖尿病に関する2項目ともに、異常のあった
者は28名で、全受診者の5．7％にあたり、糖尿病のお
それがあった。
　oRAテスト←）では団、（＋）、2（＋）をみると、団は5
名、6一）は17名、26一）は1名であり、全受診者中では23
名（4．6名）あり、（＋）と2　（＋）の者をみると18名で、全
受診者の3．6％であった。血沈との関係をみると、血
沈の1時間値は3～35観／hと、幅があった。
4．老　察
　（1）受診者の性別での受診状況をみると、およそ、
男性が6割、女性が4割という値がでた。これは、他
施設でみられる人間ドックの男女別の受診状況に比較
して女性の占める割合が、多いことが、わかった。こ
こ数年来、働く女性の全体数も増加し、本院の立地条
件や、婦人科の子宮癌検診を、同一料金の中に含めて
いることも、その要因になっていると考える。
　（2）年代別の受診状況を見ると、30代～50代の受診
者の占める割合が、83．3％に達している。言いかえる
と、社会の第一線において活躍されている人々の人間
ドックであり、又、20～30代での受診状況を見ても、
25％とかなりの比重で、表わされた。成人病の発芽期
とよくいわれる40才の年齢を待たずして、これだけ、
多くの方々にも利用されている点は、今後の予防的な
ドックの意義からみても、有意義であると思われた。
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　今回の調査では、個人的に受診しているのか、企業
や団体等で受診しているのかは、細かく分類していな
いが、かなり早い年代より、人間ドックをとり入れて
個々の健康管理を行っている企業も、みられた。
　（3）各種の血液検査で得られた結果について、人間
ドック学会等の研究例などと、比較し検討してみた。
　1）の血液学検査より、貧血は女性の受診者の中で
33名で、全女性受診者203華中で16．2％を占めていた。
Hb、MCVの両項目は、今回全て女性であり、血沈の
充進とも、考えあわせて、女性が優位に貧血状態にあ
ることがわかった。その原因として、月経は第一にあ
げられるが、婦人科検診において、子宮癌検査のみな
らず、子宮筋腫のある者も、考慮しておかねばならな
い。その意味で40～60代の女性の血液学検査において
は、まず貧血状態の把握をすべきであるとの結果を得
た。
　2）の生化学検査で得られた結果については、S－
GOT、S－GPT、r－GPTと、いずれの肝機能
検査についても、全項目とも、男性優位であった。
　その原因の多くに、アルコールとの填りがあること
は、周知のことである。私達も、男性の肝機能につい
て、要注意であることを、改めて感じさせられた。
　糖尿病の検査項目の、空腹時血糖、Hb－AIC　の
両項目をみると、両者とも10～11％となったが、これ
は境界型糖尿病や単純性の肥満から二次的にひきおこ
される、糖尿病との早りまでを、今後さらに検討して
追求していくことにより、データーを更に綿密に分析
しなくてはならないと思われる。
　RAテストでは、今回は異常の頻度は低かったが、
加齢と共にその変化については、見逃せないものであ
り、今後の参考としたい。
4．おわりに
私達としては、今回この調査統計から得られた分析結
果を通して、人間ドックにおける一般的な、健康人の
チェックポイントの一部を、疾病のパターンを通して
理解することができた。
　毎日の業務の中で、受診者と一日中、関りを持つの
は、看護婦である。受診の動悸を確認し、日頃の健康
状態について、まず知り得るのは、私達である。
　今回の結果は、大学病院の人間ドックでの一般的な
データーが通説通りに示されるかどうかをも含めて、
調査した結果ではあったが、年間を通じて、子宮癌、
胃癌などもすでに発見され、入院加療をされているケ
ースもある。今後は、外来、入院とフォローができる
大学病院の人間ドックとして、一般受診者からの期待
も大きい現在、小さな異常を見逃すことのないよう、
その精度管理をも含めて、努力してゆきたいと考える。
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